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1令和８年度当初予算案について
（記者発表資料・水道会計部分抜粋により説明）

・令和8年度予算記者発表資料(2月上旬発表)の水道会計関連箇
所抜粋版（別紙）により、主要事業について説明。



2国庫補助制度等の拡充について
国庫補助要件の緩和
令和６年１月の能登半島地震を受け、令和６年度の補正予算から補助金の交付要件が緩和

補助率の引上げ補助メニューの新設水道料金水準の撤廃

重要施設耐震化
1/4 → 1/3

・導水管・送水管耐震化
・給水車の配備
・浄水場の防災拠点化

1,219円/(10㎥/月)以上

【主な内容】

R７当初R６補正R６当初R５当初R４当初R３当初年度

463,412806,14395,845110,03599,396109,111交付決定額

地方財政措置の拡充

【国庫補助金の活用状況】 （単位：千円）

能登半島地震の教訓を踏まえ、地方公共団体の水道事業等の防災対策を強化するため、
令和７年度から水道事業に対する地方財政措置が拡充

計12.7億円
(例年の10倍を超える財源を確保)

【主な内容】

・水道管路の耐震化事業のうち、通常事業費を超えて実施する事業（上積事業費の１／４）
上積事業費の算出方法を、管路更新率基準から、事業費基準に見直し耐震化事業

・応急給水のための設備（給水車、防災用井戸、可搬式浄水設備）の整備の創設（１／２補助）防災対策事業

※ 経営計画計上額 R6:1.1億円 R7：1.6億円



3令和８年度当初予算案について
神奈川県企業庁水道事業会計 令和８年度当初予算案・経営計画比

(単位：億円)
令和８年度
2026年度

令和８年度
2026年度 計画比

計画額A ※実質予算案額B B-A

収益的収入  a 693 699 6

水道料金収入 612 613 1

その他収入 81 85 4

収益的支出  b 611 636 25

職員費 65 71 6

受水費 151 150 △ 1

動力費、薬品費及び修繕費 94 102 8

減価償却費等 157 160 3

支払利息 22 16 △ 6

その他支出 122 135 13

消費税資本的収支調整額  c 27 24 △ 3

当年度損益(a-b-c) 55 38 △ 17

資本的収入  ① 226 253 27

企業債等借入金　d 222 231 9

その他収入 4 22 18

資本的支出  ② 438 473 35

建設改良事業費等 e 308 334 26

元金償還金 130 139 9

資本的収支差引額(①-②) △ 212 △ 220 △ 8

企業債充当率(%)(d/e) 72% 69% -3%

※ 当初予算案と2月補正予算案額を合計した数値
※ 端数処理の関係で、合計が一致しない場合がある
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